
地域の魅力を舞台で伝える

ゲートボールでつながった親睦

ミュージカル「すずか御前」

第21回忍者の里杯ゲートボール大会

　
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
す
ず
か
御
前
」が

10
月
５
、６
日
の
両
日
、
忍
の
里
プ
ラ
ラ

で
上
演
さ
れ
、
６
歳
か
ら
78
歳
ま
で
の
公

募
で
選
ば
れ
た
キ
ャ
ス
ト
40
名
が
熱
演
し

ま
し
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
し
て
地
域
の
よ
さ

を
次
代
に
伝
え
る
活
動
を
続
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人「
甲
賀
文
化 

輝
き
」の
６
作
目
で
、
一

昨
年
の
上
演
か
ら
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
演

出
に
工
夫
を
加
え
再
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
土
山
を
舞
台
に
蟹
が
坂
飴
の
由
来
や
民

謡
鈴
鹿
馬
子
唄
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
鈴

鹿
御
前
を
は
じ
め
鈴
鹿
の
山
で
山
賊
と

な
っ
た「
鬼
」た
ち
と
人
と
の
心
の
葛
藤
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
繰
り
広
げ
ら
れ
る
歌
や
ダ
ン
ス
、
人
の

心
を
描
い
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
、
２
日
間
で

1,
1
0
0
人
訪
れ
た
観
客
は
感
動
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
21
回
忍
者
の
里
杯
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
10
月
９
日
、
甲
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
１
０
０
チ
ー
ム
約
６
０
０

人
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
家
が
集
っ
た
今
大

会
は
、
県
内
だ
け
で
な
く
三
重
県
や
奈
良
県

と
い
っ
た
県
外
か
ら
の
参
加
も
多
く
、
会
場

は
参
加
者
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
い
く
つ
も
の
競
技
コ
ー
ト
が
設
け
ら
れ
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
五
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
よ
り
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
色
々
な
地
域
か
ら
集
ま
っ
て

く
る
仲
間
た
ち
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る

の
を
毎
年
心
待
ち
に
し
て
い
る
。
今
日
は
、

競
技
を
楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
会

う
こ
と
の
な
い
み
ん
な
と
の
出
会
い
を
楽
し

み
た
い
」と
こ
の
大
会
が
楽
し
み
な
気
持
ち

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲キャスト全員で歌う感動のフィナーレ

母校での時を超えたつながり 山内小学校140周年記念事業
　
山
内
小
学
校
創
立
１
４
０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
人
文
字
の
航
空
写
真
撮
影
が
10

月
10
日
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

児
童
40
名
と
地
域
の
皆
さ
ん
１
１
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
明
治
６
年
に
創
立
さ
れ
た
４

つ
の
学
校
が
統
合
さ
れ
る
な
ど
し
て
昭
和

16
年
、
山
内
国
民
学
校
と
し
て
現
在
の
前

身
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に

よ
っ
て
、
総
勢
1
6
4
名
で「
1
4
0
」の

人
文
字
を
校
庭
に
描
き
ま
し
た
。

　
同
校
O
B
の
一
人
は「
何
十
年
も
前
に

卒
業
し
た
が
、
孫
の
よ
う
な
歳
の
児
童
た

ち
と
こ
う
し
て
肩
を
並
べ
、
人
文
字
を
作

る
の
は
感
無
量
」と
、
同
じ
学
び
舎
で
数

十
年
の
時
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
で
き
た

こ
と
を
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

▲グラウンドに作った140の文字

地元が大好き
西
に し

川
か わ

 千
ち

晶
あ き

さん

水口在住の西川
さんは、市内で「ピ
アノを贈ろうコンサート」
というイベントを仲間たち
と一緒に起ち上げ、続けられ
ています。また、その他にも
地域を盛り上げようと音楽劇
やご当地ヒーローショーな
ど色々な場面で活動さ
れています。

◆なぜ地元で活動を？
　�　生まれも、育ちも大学も仕事もずっと滋賀県なの
で、地元で過ごして遊んでいるうちに、気が付いた
ら地元が大好きになっていたんです。だから、甲賀
市がわいわいとした楽しい街になっていってほしい
と思い、私自身楽しみながらイベントに参加したり、
企画したりしています。

　�　それと、高校生の時から地元のスイミングクラブ
仲間と一緒に始めたシンクロショーで、全国大会に
も出場し、上位に入賞しました。その時の仲間や経
験が今の私の原動力になっています。

◆「ピアノを贈ろうコンサート」はどうして生まれたのですか？
　�　小さなころから所属していた合唱団の先生に、
チャリティコンサートを開いて、募金や入場料で東
北に文化的な時間を取り戻してもらうためピアノを
贈ろうと持ちかけました。　　

　�　先生が仙台出身ということで企画はすぐ形にな
り、これまでに４回開催しています。このコンサー
トでは、地域のみんなに音楽をはじめとした本格的
な芸術を楽しんでもらいたいと思っていますので、
ぜひ一度おいでください。

◆西川さんのこれからのビジョンは？
　�　昨年１年間、留学のため初めて地元を離れました。
その時に客観的に地元を見た経験や、その時できた
友だちから「忍者を見に甲賀に行きたい」と言われた
ことなどから、もっともっと地元を発信できるよう
にしたいと思っています。　

　�　今は、「ピアノを贈ろうコンサート」を中心に活動
していこうと思います。私個人的な思いになります
が、音楽以外の分野で活躍される地域の方々とも協
力して大きなアートイベントに育てていければ嬉し
いですね。

やさしいまちづくりへ
鹿深車イスDEウォーキング2013in甲南

 　

車
い
す
で
ま
ち
を
巡
る

「
鹿
深
車
イ
ス
D
E
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」が
10
月
12
日
、
甲

南
町
で
開
催
さ
れ
、
甲
南
中

学
校
３
年
生
や
地
域
の
方
な

ど
約
３
５
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
車
い
す
体

験
を
通
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
向
け
た
環
境
や
施
設
の
在

り
方
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
を
目
的
に
甲
賀
・
湖
南
市
の
旧
7
町
を
巡
回
し
な
が
ら
毎
年

実
行
委
員
会
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
14
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
今
回
は
、
成
田
牧
場
な
ど
甲
南
な
ら
で
は
の
６
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

用
意
さ
れ
、
ま
ち
の
魅
力
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
や
買
い
物
な
ど
の
日
常

生
活
、
ま
た
避
難
場
所
に
も
立
ち
寄
り「
災
害
・
防
災
」の
視
点
か
ら
も
ま
ち
を
見
直

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
小
さ
な
段
差
で
も
驚
い
た
。
安
心
し
て
移
動
す
る
に
は
、
押
す
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲声を掛けながら急な坂道を下る参加者

環境教育を通じて地域の意識が高まる
油日小学校環境フェスティバル

　
親
子
で
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
10
月
12
日
、

油
日
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
全
校
児
童
２
０
３
人
と
保
護
者
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
地
域
と
協
力
し
、
継
続
的
な
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い
る
と
県
が
認
定
す
る

エ
コ
・
ス
ク
ー
ル
の
モ
デ
ル
校
で
あ
る
同
校
が
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
児
童
ら
に
よ
る
エ
コ
委
員
会
、

P
T
A
に
よ
る
エ
コ
支
援
委
員
ら
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、
地
域
の
身
近
な
環
境
を
学

ぶ
取
り
組
み
で
す
。

　
今
年
は
、
同
校
ビ
オ
ト
ー
プ
で
の
い
き

も
の
探
し
や
、
地
元
生
産
森
林
組
合
に
よ

る
木
材
加
工
体
験
を
は
じ
め
と
し
て
多
く

の
体
験
学
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
は「
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
学
び
、
地
域
の
大
人
た
ち
も
環
境

へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
」と
親

子
そ
ろ
っ
て
の
学
習
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

▲ビオトープでいきもの探し

▲皆が見守る中放たれるショット

　５回目のコンサートが来年５月に開催できるよう、準
備が進められています。企画、出演、スタッフの方々は、
有志の皆さんです。
　一緒にお手伝いしてくださるスタッフ、演奏やご自身
の特技でイベントを盛り上げてくださる方、どんな形で
も結構です。興味をお持ちの方は、ぜひお気軽にご連絡
ください。
　問い合わせ　あいこうか市民ホール　☎62-2626

大募集
「ピアノを贈ろうコンサートvol5」を

一緒に作ってくれる人
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